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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
ご
祝
詞

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
一
人
ひ
と
り
が

健
康
で
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
村
民
各
位
、
村
内
企
業
各
社
の
皆
様

方
の
ご
努
力
に
よ
り
、
堅
調
な
中
で
村
政
を
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
各
行
政
区
長
様
を
は
じ
め
、

様
々
な
形
で
村
行
政
の
進
展
に
ご
協
力
、
ご
尽

力
い
た
だ
き
ま
し
た
各
種
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
の
皆
様
に
は
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
も
引
き
続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
今
年
秋
に
は
待
望
の
国
道
二
八
九

号
甲
子
峠
が
開
通
し
、
同
時
期
に
那
須
甲
子
有

料
道
路
が
無
料
化
さ
れ
ま
す
。
県
南
と
南
会
津

が
ト
ン
ネ
ル
で
結
ば
れ
る
こ
と
に
よ
り
人
の
流

れ
、
物
の
流
れ
は
大
幅
に
増
加
し
、
観
光
、
産

業
振
興
、
流
通
な
ど
の
ほ
か
、
教
育
、
文
化
交

流
等
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
村
で
は
こ
れ
に
合
わ
せ
て
沿
道
の
整
備
と

キ
ョ
ロ
ロ
ン
村
駐
車
場
の
整
備
に
着
手
し
、
日

光
国
立
公
園
の
顔
と
し
て
総
合
的
な
整
備
を
行

う
ほ
か
、様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
お
り
、

村
民
の
皆
様
と
お
祝
い
を
す
る
と
と
も
に
、
集

客
力
の
ア
ッ
プ
に
よ
る
村
民
経
済
へ
の
波
及
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
全
国
的
に
は
好
況
の
大
都
市
圏
、
大

企
業
と
、
依
然
と
し
て
回
復
が
遅
れ
て
い
る
地

方
、
中
小
企
業
の
二
極
化
を
成
し
、
格
差
が
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子

高
齢
化
が
一
層
進
行
す
る
中
、
本
村
は
、
税
収

の
伸
び
に
よ
り
平
成
十
七
年
か
ら
三
年
間
地

方
交
付
税
の
不
交
付
団
体
と
な
っ
て
お
り
、
昨

年
は
人
口
増
加
率
、
生
産
年
齢
人
口
比
率
は
、

六
十
市
町
村
中
い
ず
れ
も
二
位
で
、
老
年
人
口

比
率
は
十
七
・
五
％
と
最
も
低
い
活
気
あ
る
自

治
体
で
も
あ
り
ま
す
。
昨
年
は
熊
倉
地
区
ほ
場

整
備
、
ふ
る
さ
と
農
道
や
米
・
高
助
線
を
は
じ

め
と
す
る
各
地
区
の
道
路
、
歩
道
、
水
路
、
上

下
水
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
羽
太
グ
リ
ー

ン
タ
ウ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
新
築
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
予
防
医
療
の
推

進
、
各
種
基
金
の
増
額
、
学
力
向
上
、
食
育
、

文
化
・
体
育
事
業
の
充
実
な
ど
の
施
策
を
進
め

て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
小
中
学
生

の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
西
一
中
三
年
生
が
少

年
の
主
張
全
国
大
会
に
出
場
し
青
少
年
育
成
国

民
会
議
会
長
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
ほ
か
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
、
全
日

本
小
学
生
ゴ
ル
フ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
全
国
大
会

へ
の
出
場
が
相
次
ぎ
、
ま
た
、
一
般
で
も
全
国

都
道
府
県
対
抗
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権
大

会
、
わ
か
杉
国
体
の
テ
ニ
ス
、
走
り
高
跳
び
、

　

  

西
郷
村
長　

佐
藤　

正
博

山
岳
種
目
へ
の
出
場
な
ど
の
ほ
か
、
各
界
で
の

本
村
関
係
者
の
躍
進
は
誠
に
誇
ら
し
く
同
慶
の

至
り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
ふ
る
さ
と
農
道
（
国
道
二
八
九

号
椙
山
工
業
団
地
入
口
か
ら
上
新
田
ま
き
ば
保

育
園
）
の
四
月
開
通
、第
二
高
山
踏
切
の
着
工
、

農
村
地
域
環
境
保
全
事
業
（
南
部
地
区
水
路
等

の
整
備
）
村
内
光
ケ
ー
ブ
ル
構
築
な
ど
の
大
型

事
業
を
は
じ
め
と
し
て
、
農
地
・
水
・
環
境
保

全
向
上
対
策
事
業
、
西
郷
搦
目
線
設
計
な
ど

ハ
ー
ド
面
で
の
事
業
、
ま
た
、
児
童
医
療
費
無

料
化
の
拡
大
、
み
ず
ほ
保
育
園
の
移
転
開
設
な

ど
に
よ
る
子
育
て
支
援
、
企
業
誘
致
推
進
等
に

よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
醸
成
、
指
導
主
事
配
置
な
ど
に
よ
る
学
力
向

上
、
文
化
事
業
、
社
会
体
育
事
業
な
ど
ソ
フ
ト

面
で
の
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
村
民
生
活
の

向
上
、
安
定
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

孟
子
に
「
地
の
利
は
人
の
和
に
し
か
ず
」
と

あ
り
ま
す
が
、
西
郷
村
、
村
民
が
地
の
利
を
活

か
す
こ
と
が
で
き
る
条
件
は
人
の
力
の
結
集
で

も
あ
り
ま
す
。
人
材
を
確
実
に
育
成
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
の
和
、
そ
し
て
地
域
の
和
を
強
固

に
す
る
た
め
、「
ふ
る
さ
と
に
活
力
と
笑
顔
を
」

の
実
現
に
向
け
て
村
民
所
得
の
向
上
、
安
全
・

安
心
の
村
づ
く
り
を
進
め
、
今
後
、
さ
ら
に
皆

様
方
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
共
々

渾
身
の
努
力
を
し
て
参
る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
の

で
、
前
年
に
も
勝
る
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

村
民
の
皆
様
が
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
重

ね
て
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
西
郷
村
議

会
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

年
が
明
け
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ま
し
て

村
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
栄
え
ゆ
く
西
郷
村
の

将
来
を
こ
と
ほ
ぎ
、
あ
わ
せ
て
村
政
の
発
展
を

お
祝
い
で
き
る
こ
と
は
、
私
の
心
か
ら
の
喜
び

で
あ
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃

よ
り
議
会
運
営
に
対
す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
日
本
経
済
の
長
引
く
景
気
低
迷
の
影

響
を
受
け
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
財
政
環

境
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
原
油
の
高
騰
等
が
あ
ら
ゆ
る
業
種
に
波

及
し
、
景
気
低
迷
に
拍
車
を
か
け
、
よ
り
一
層

先
行
き
の
不
透
明
感
が
払
拭
で
き
な
い
情
勢
で

あ
り
ま
す
。
幸
い
当
村
は
、
一
部
の
好
調
な
企

業
業
績
に
支
え
ら
れ
、
国
か
ら
の
地
方
交
付
税

が
不
交
付
団
体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
村
に
と
っ
て
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す

が
、
こ
の
こ
と
は
一
時
的
な
現
象
と
し
て
捉

え
、
む
し
ろ
気
を
引
き
締
め
る
ぐ
ら
い
の
気
持

ち
が
、
必
要
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
地
方
分
権
改
革
は
本
格
的
な
実
行
の

段
階
に
入
り
、
地
方
自
治
体
の
「
自
己
決
定
・

自
己
責
任
」
が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
住
民

の
参
画
の
も
と
、
自
治
体
が
自
ら
の
判
断
と
責

任
に
お
い
て
多
様
な
施
策
を
展
開
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
平
成
二
十
年
は
村
民
の
永

年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
国
道
二
八
九
号
甲
子

峠
の
改
良
工
事
が
完
了
し
、
南
会
津
と
の
開
通

の
運
び
と
な
り
ま
す
。歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
、

那
須
甲
子
有
料
道
路
の
無
料
化
が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
に
よ
る
交
通
量
の
増
大
や
交
流
の
活

発
化
が
予
想
さ
れ
、
経
済
は
勿
論
の
こ
と
、
観

光
や
文
化
面
等
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
も
の

が
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
村

で
は
通
過
交
通
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
の
面
か
ら
照
準
を
合
わ
せ
対
応
を
図
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
意
味
で
も
、
当
村

に
と
っ
て
平
成
二
十
年
は
重
要
な
節
目
の
年
、

飛
躍
の
年
に
な
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
他
、
村
政
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
も
、

少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
と
し
て
、
雇
用
対
策
、

財
政
再
建
、
環
境
対
策
、
教
育
や
福
祉
・
医
療

の
改
革
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
課

題
を
見
据
え
、
村
民
の
皆
さ
ま
が
よ
り
一
層
快

適
に
住
み
、
働
き
、
憩
う
こ
と
の
で
き
る
「
さ

わ
や
か
高
原
都
市
に
し
ご
う
」
の
実
現
を
め
ざ

し
、
村
執
行
部
と
互
い
に
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、地
方
分
権
と
い
う
時
代
の
潮
流
を
踏
ま
え
、

活
発
な
議
論
を
通
じ
て
切
磋
琢
磨
し
、
開
か
れ

た
議
会
審
議
を
心
が
け
、
議
決
機
関
と
し
て
の

村
議
会
の
責
務
を
着
実
に
果
た
し
て
ま
い
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
が
明
る
く
希
望
の
持
て
る
年

と
な
る
よ
う
、
ま
た
村
民
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

西
郷
村
議
会
議
長　

　
　
　

　
　
　
　

高
木　

信
嘉
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　平成 20 年１月４日より健康推進課（保健福祉センター）での手続き
の一部を役場庁舎で行うことになります。
　また、これに合わせて役場庁舎内各課の配置も変更になります。

一
月
四
日
よ
り

一
月
四
日
よ
り

　
　
　

役
場
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

　
　
　

役
場
窓
口
が
変
わ
り
ま
す

会計室会計室
税務課税務課

234234

56345634

住民生活課住民生活課

生活安全係生活安全係
住民係住民係

健康推進課健康推進課

－１Ｆ－－１Ｆ－

商
工
観
光
課

商
工
観
光
課

健康推進課健康推進課
国保係国保係 地域福祉係地域福祉係

56345634

介護保険係介護保険係

包括支援センター包括支援センター
健康推進課健康推進課
保健係保健係

保健福祉センター　案内図保健福祉センター　案内図

高齢者福祉係高齢者福祉係
－２Ｆ－－２Ｆ－

総務課総務課
村長室村長室

企画調整課企画調整課

議員控室議員控室

議　場議　場

第
二
会
議
室

第
二
会
議
室

議会事務局議会事務局

議長室議長室
行政評価推進室行政評価推進室

734734

総
合
窓
口
を
目
指
し
て

　

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
提

言
に
基
づ
き
、
多
様
化
す
る
村
民

ニ
ー
ズ
に
す
ば
や
く
対
応
で
き
る

行
政
を
目
指
し
、
総
合
窓
口
の
実

現
に
向
け
村
で
は
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
行
っ
て
い
る
業
務
の
一

部
を
役
場
庁
舎
へ
移
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

児
童
福
祉
・
障
が
い
者
福
祉
・

社
会
福
祉
・
国
民
健
康
保
険
な
ど

の
窓
口
業
務
を
平
成
二
十
年
一
月

四
日
よ
り
役
場
庁
舎
で
行
う
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

業
務
を
行
っ
て
い
る
保
育
園
や
児

童
ク
ラ
ブ
の
入
退
園
、
児
童
手
当

な
ど
の
児
童
福
祉
に
関
す
る
手
続

き
、
国
民
健
康
保
険
に
関
す
る
手

続
き
、
乳
幼
児
医
療
や
老
人
医
療

な
ど
の
手
続
き
、
障
が
い
者
福
祉

に
関
す
る
手
続
き
そ
し
て
生
活
保

護
な
ど
の
窓
口
業
務
は
、
役
場
庁

舎
で
行
う
こ
と
と
な
り
、
村
民
の

皆
様
に
は
、
各
種
手
続
き
を
す
る

と
き
に
関
連
の
深
い
戸
籍
窓
口
や

税
務
窓
口
な
ど
の
用
事
が
短
時
間

で
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
介
護
保
険
、
高
齢
者

福
祉
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

保
健
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
従

来
ど
お
り
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
役
場
窓
口
の
変
更
に
伴

い
、
村
長
室
及
び
総
務
課
は
役
場

庁
舎
二
階
、
建
設
課
は
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
二
階
、
商
工
観
光
課
は

役
場
庁
舎
一
階
に
移
動
い
た
し
ま

し
た
。

生活改善センター　案内図

上下水道課上下水道課

相談室相談室

56345634

－１Ｆ－－１Ｆ－

建設課建設課農政課農政課

農業委員会事務局農業委員会事務局

－２Ｆ－－２Ｆ－

＜社会福祉＞＜社会福祉＞
●生活保護に関すること　●生活保護に関すること　
●軍人恩給に関すること●軍人恩給に関すること
●戦没者、戦傷者、遺族に関すること●戦没者、戦傷者、遺族に関すること
●罹災見舞に関すること　●罹災見舞に関すること　
●行旅死病人に関すること●行旅死病人に関すること

＜児童福祉＞＜児童福祉＞
●保育園に関すること　●保育園に関すること　
●児童手当に関すること●児童手当に関すること
●児童扶養手当に関すること●児童扶養手当に関すること
●ひとり親等医療費助成に関すること●ひとり親等医療費助成に関すること
●児童館・児童クラブに関すること●児童館・児童クラブに関すること
●児童虐待防止に関すること　●児童虐待防止に関すること　
●児童家庭相談に関すること●児童家庭相談に関すること
●ＤＶに関すること　●ＤＶに関すること　
●子育て支援に関すること●子育て支援に関すること
●その他児童福祉に関すること●その他児童福祉に関すること

＜＜障がい者福祉障がい者福祉＞＞
●身体障がい者手帳に関すること　●身体障がい者手帳に関すること　
●療育手帳に関すること●療育手帳に関すること
●精神障がい者保健福祉手帳に関すること●精神障がい者保健福祉手帳に関すること
●障がい者自立支援給付に関すること●障がい者自立支援給付に関すること
●障がい者地域生活支援事業に関すること●障がい者地域生活支援事業に関すること
●重度心身障がい者医療給付に関すること●重度心身障がい者医療給付に関すること
●その他障がい者福祉に関すること●その他障がい者福祉に関すること

＜国保事業＞＜国保事業＞
●国民健康保険給付に関すること　●国民健康保険給付に関すること　
●老人保健に関すること●老人保健に関すること
●乳幼児医療に関すること　●乳幼児医療に関すること　
●後期高齢者医療に関すること●後期高齢者医療に関すること
●特定健診（国保加入者健診）、保健指導●特定健診（国保加入者健診）、保健指導
　に関すること　に関すること

あなたに関係する業務はありますか？あなたに関係する業務はありますか？

役場庁舎　案内図

保健福祉センターから役場窓口に移動する業務保健福祉センターから役場窓口に移動する業務
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キッズボランティアを
　　　　体験してみて

川谷小学校

６年生

池本　琴音さん

　今日は、デイサービスセン

ター「ふれあいの家」に行って

来ました。お風呂掃除をしまし

たが、大きくて大変でした。ま

たこういう機会があれば参加し

たいと思います。

熊倉小学校
６年生
伊藤　仁志くん

　キッズボランティアは２回目
の参加です。デイサービスセン
ター「やすらぎの家」でお風呂
や庭の掃除など楽しく作業が出
来ました。次は、いろいろなボ
ランティアに挑戦したいと思い
ます。

米小学校
４年生
尾股　佑亮くん

　初めてキッズボランティアに
参加しました。デイサービスセ
ンター「やすらぎ」の家のお風
呂を掃除をしましたが大きいと
感じました。

参加した子どもたちの声

■
問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
２
５
│
５
４
５
４

�v.nishigo-shakyo

　
　

@
vesta.ocn. ne.jp

地域で育む、
ボランティアの精

ここ ろ

神

　小学生にちょっとしたボランティアを体験
する場を提供し、地域社会の福祉課題や福祉
の現状を理解してもらい、ボランティア活動
への積極的な参加の促進と振興を図ることを
目的として、「キッズボランティア」が開催
されました。

　

西
郷
村
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
学
一

年
生
か
ら
六
年
生
を
対
象
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
す
る
機
会
を
与
え
、
低

年
齢
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う

も
の
に
抵
抗
な
く
楽
し
ん
で
参
加

で
き
る
よ
う
「
キ
ッ
ズ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
を
十
二
月
一
、二
日
、
八
、九
日

の
計
二
回
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ッ
ズ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
本
格
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
自

分
の
家
庭
や
学
校
、
ま
た
地
域
で

体
験
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

き
っ
か
け
と
な
り
進
ん
で
取
り

　

高
齢
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
開
講
式
で
は
、
難
し
い

と
思
わ
れ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
、
実
は
ご
み
を
拾
っ
た
り
お
年

寄
り
と
お
話
を
し
た
り
す
る
こ
と

も
ひ
と
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ

る
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

職
員
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
六
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
別
れ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
の
家
」「
ふ

れ
あ
い
の
家
」
に
実
際
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
到

着
す
る
と
、
高
学
年
は
施
設
の
お

風
呂
掃
除
を
行
い
ま
し
た
。
施
設

の
お
風
呂
は
、
リ
フ
ト
式
の
お
風

呂
や
、
寝
た
状
態
で
も
入
浴
可
能

な
お
風
呂
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
見
慣
れ
な
い
お
風
呂
で
し

た
が
、
気
持
ち
良
く
お
年
寄
り
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
　

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

～キッズボランティア活動を通じて～

ア
で
は
、
村
青
少
年
交
流
実
行

委
員
会
や
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
の
協
力
に
よ
り
、

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
一
人
ず
つ
付
き
子
ど
も
た

ち
の
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い

ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
ち
ょ
っ
と
し
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。　

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
各
種

事
業
を
成
功
す
る
一
つ
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
不
可
欠

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て

み
た
い
」、「
活
動
す
る
上
で
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
」
と
お
考
え

の
方
の
た
め
の
総
合
窓
口
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

登
録
や
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
と
あ

な
た
の
特
技
や
、
や
っ
て
み
た
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

今
回
の
キ
ッ
ズ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

人
と
人
と
が
互
い
に

人
と
人
と
が
互
い
に

　
　
　
　

支
え
合
う
気
持
ち

　
　
　
　

支
え
合
う
気
持
ち

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験
す
る

入
浴
し
て
も
ら
い
た
い
と
、
隅
々

ま
で
き
れ
い
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

低
学
年
は
、
お
年
寄
り
と
お
話

を
し
た
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で

風
船
バ
レ
ー
を
行
っ
た
り
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
夜
、
那
須
甲
子
青
少
年
自

然
の
家
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体

験
さ
せ
て
く
れ
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
お
年
寄
り
た
ち
に
あ

り
が
と
う
の
感
謝
を
込
め
て
手
紙

を
書
い
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
友

達
と
ふ
れ
あ
い
、
そ
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
楽
し
さ
や
喜
び
、

達
成
感
を
感
じ
た
良
い
一
日
に
な

り
ま
し
た
。

組
ん
で
い
け
る
よ
う
、「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
楽
し
い
」、「
友
達

と
一
緒
に
活
動
す
る
と
も
っ
と
楽

し
い
」
と
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
工
夫
が
凝
ら
し
て
あ
り
ま
す
。

協働の村づくり
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№ 担当地区 氏 名 住 所 № 担当地区 氏 名 住 所

１ 米 北島　民治 米字館岡 6 18 下新田 花安　紀夫 字豊作東 15

２ 米 小針　一夫 米字間の原 3 19 上新田 新井　光子 小田倉字岩下 76-17

３ 長坂 鈴木　清一 長坂字長坂 85 20 山下・家畜改良センター 鈴木　　司 小田倉字下川向 14

４ 柏野・赤渕 鈴木　丈夫 柏野字屋敷前 18 21 原中下 南條　正男 小田倉字古米坂 6-2

５ 下羽太・中久保 伊東　貞雄 羽太字原の前 46 22 原中上 鈴木　　茂 小田倉字原中 360

６ 上羽太 伊東　春子 羽太字牧ノ入 131 23 上野原下 大越　捷夫 小田倉字上野原 477-26

７ 虫笠・真名子 鈴木　智雄 羽太字早吹沢 73 24 上野原上 石川　佐孝 小田倉字上野原 58-5

８ 熊倉 遠藤　　薫 熊倉字田中前 50-1 25 大平 風岡　長久 小田倉字大平 573

９ 鶴生 高久　　豊 鶴生字上道 82 26 大平 川井田　元 小田倉字大平 376-7

10 追原 大沼　常雄 鶴生字由井ケ原 114-2 27 大平 鈴木美枝子 小田倉字大平 370-2

11 真船 真船　　豊 真船字堂万 43 28 黒川 青柳　貞男 小田倉字馬場坂 29-6

12 折口原 高久　　勇 熊倉字折口原 37-55 29 大清水 鈴木　和子 小田倉字大清水 329

13 折口原 佐藤　文子 熊倉字折口原 110 30 一の又 髙木　　勇 小田倉字上上野原 1-3

14 折口原 椎名　　實 真船字離山 7-2 31 芝原・伯母沢 圓谷　光良 真船字芝原 153

15 内山 益子　　子 真船字離山 2-6 32 川谷・甲子 鈴木　君榮 鶴生字由井ケ原 388

16 間の原 田邉　敏捷 米字間の原 107 33 主任児童委員 菊地　芳枝 米字上畑 60-1

17 下新田 坂内ヨシ子 字道南西 7-2 34 主任児童委員 伊藤　和美 米字椙山 80-30

西郷村　民生委員・児童委員（福祉委員）に委嘱状を伝達
 　厚生労働大臣から委嘱される民生委員・児童委員の一斉改選に伴い11月30日西郷村保健福祉センター
において、委嘱状の伝達交付式が行われました。任期は平成 22 年 11 月 30 日までです。

　税源移譲によって平成 19 年度住民税（平成 18 年中の所得で計算）で税負担が上がった分は、平成 19 年所得税（平
成 19 年中の所得で計算）で税負担を下げ、負担が変わらないよう調整が図られています。
　しかし、平成 19 年中の所得が大きく下がり、所得税がかからなくなった場合には、所得税での税負担調整ができな
くなります。このため、平成 19 年度の住民税では、申告による経過措置が設けられています。

●申　告　平成20年７月１日～31日に、平成19年度の住民税が課税された市区町村に申告が必要となります。
●対象者　次の⒜と⒝の両方の要件を満たす方。
　　⒜平成 19 年度の分離課税を除いた住民税の課税所得金額が、住民税の人的控除額（基礎控除、配偶　
　　　者控除、扶養控除、障害者控除など）と所得税の人的控除額の差を合計したものを越えている方。
　　⒝平成 20 年度の分離課税を含めた住民税の課税所得金額が、住民税の人的控除額と所得税の人的控除　
　　　額の差を合計したもの以下である方。
　　　（人的控除額等については村の HP に掲載されていますが、ご不明な点は税務課まで問合せください。）
●計算方法　税源移譲後の平成 19 年度分の住民税の税額から、移譲前の税率で計算した税額を差し引いた
　額が減税されます。納付済みの場合は、還付されます。

■問合せ　税務課（賦課係）

イ
メ
ー
ジ
図

平成 19 年度市県民税の課税所得金額
（申告分離課税を除く）

所得税との人的控除額の差の合計＞⒜

平成 20 年度市県民税の課税所得金額
（申告分離課税を含む）

所得税との人的控除額の差の合計≦⒝

～子育て応援パスポートカードを交付します～

　たとえば、協賛店舗等での割引やポイントアップ、
景品等のプレゼントなど…

特典サービスの例

一度交付を受ければ
　　　　　県内どこへ引っ越しても使えるファミたんカード

■問合せ─　健康推進課 地域福祉係　　�suishin@vill.nishigo.fukushima.jp

　　
　今般「与党高齢者医療制度に関するプロジェクトチーム」において、高齢者医療制度について以下のとおり取りまと
められ、政府としても実施することとされましたので、その内容をお知らせします。
　なお、今後、正式に内容が固まった段階で改めてお知らせさせていただきます。

１．70 ～ 74 歳の方（注１）の窓口負担について
　　平成 20 年４月から平成 21 年３月までの１年間窓口負担が１割に据え置かれます。（注２）
　　（注１）既に３割負担を頂いている方、後期高齢者医療制度の対象となる一定の障がい認定を受けている方は除き
　　　　　ます。
　　（注２）昨年の改正制度では、70 から 74 歳の方の窓口負担については、平成 20 年４月から２割負担に見直され  
　　　　　ることとされていたものを据え置くものです。
２．後期高齢者医療制度における 75 歳以上の被扶養者の保険料について
　　平成 20 年４月から９月までの６か月間は無料となり、平成 20 年 10 月から平成 21 年３月までの６か月間は、頭
　割保険料額（被保険者均等割）が９割軽減された額となります。
　●対象者　75 歳以上の方（注３）で、後期高齢者医療の被保険者になる日の前日（平成 20 年３月 31 日又は 75 歳以
　　上の誕生日の前日）において被用者保険（注４）の被扶養者となっている方（注５）
　　（注３）65 ～ 74 歳で一定の障害認定を受けた方を含みます。
　　（注４）政府管掌健康保険や、企業の健康保険、公務員の共済組合等、いわゆる「サラリーマン」の健康保険であり、
　　　　　国民健康保険は該当しません。
　　（注５）昨年の制度改正では、被用者保険の被扶養者の方については、後期高齢者医療制度の被保険者となった日
　　　　　の属する月から２年間、被保険者均等割を５割軽減することとされていますが、今回の措置はそれに加えて
　　　　　行うものです。
■問合せ　健康推進課（国保係）

高齢者医療制度の見直しについて

　一年を通して申請できますので、保険証と印鑑をご
持参のうえ健康推進課地域福祉係窓口にお越しくださ
い。交付申請書にご記入していただければ、その場で
ファミたんカードを交付します。
　また、カードとあわせて県内の協賛店舗等を紹介し
たガイドブックをさしあげております。

ファミたんカードの申請窓口

　18 歳未満の子ども（満 18 歳の誕生日を過ぎても次
の３月 31 日を迎えるまで）がいるご家庭に１枚交付し
ます。子どもと同居している親族ならどなたでもご利用
になれます。

ファミたんカードを利用できる方

　交付を受けたら、カード裏面に世帯主の氏名を必ず記
入してください。
　県内の事業協賛店舗等で使えます。お店にファミたん
カードをご提示ください。協賛店舗等が用意したさまざ
まな子育て応援の特典を受けることができます。
　ただし、店舗等によっては子どもに限定したサービス
となるところがあります。

ファミたんカードの使い方

　福島県では、社会全体で子育てしやすい環境づくりを推進するため、各
市町村・事業者と協力しあい、「子育て応援パスポート事業」を行っています。
　この事業は、18 歳までの子どもがいる方が、市町村に申請してパスポー
トカード（愛称「ファミたんカード」）の交付を受け、協賛事業店舗等に

提示すると、その店舗等からさまざまな子育て応援の
特典を受けることができるものです。

住民税の年度間の所得変動に係る経過措置について
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　羽太小学校の６年生 19 名が、　総合学習の

時間に地域の方の指導を受け炭焼きを体験し

ました。10 日前に地域の大倉文男さんの窯に、

くぬぎの木を並べ火を入れました。窯出しのこ

の日児童達は、長谷川金松さん、鈴木智雄さん

とともに、自分たちが焼きあげた炭を一本一本

慎重に取り出し、その出来映えに大満足でした。

　西郷村青少年交流実行委員会の主催による

「楽演団五束六文」のコンサートが、文化セン

ターで開催されました。これは地域の方との交

流をとおし、青少年の社会性確立を目指すこと

を目的に行われました。

　五束六文のメンバーは、ジャズと演歌が融合

した曲「お祭りマンボ」や「津軽海峡冬景色」

などを披露し、会場を訪れた 200 名の観客を

楽しませました。

　火災防御訓練が上羽太コミュニティセンターで

行われました。火災の多発期にあたり、乾燥注意

報が発令中、火災が発生したと想定し、防御体制

の確立や機関運用の技術の向上を図るとともに、

災害時に迅速かつ的確な防御活動ができるように

することがねらいです。参加した西郷村消防団と

白河消防署西郷分署の職員は、真剣な態度で訓練

に臨んでいました。

　まきば保育園で焼きいも会が行われました。

準備したさつまいもは 20 ㎏。小さく切ったさつ

まいもをさらに一個ずつ、ぬれた新聞紙で包み、

それをアルミ箔でくるみました。園庭の隅に穴を

掘り火をおこし、さつまいもを焼きました。焼き

あがりの香りに誘われながら、園児達は熱々の焼

きいもを口にほおばりながら「おいしいね」と食

べていました。

　西郷第一中学校の１年生と地域の高齢者との交流体験が行
われました。始めに体育館で生徒による朗読劇や合唱が披露
され、その後大正琴、調理、囲碁将棋、ゲートボールに分か
れ、それぞれ楽しい交流体験の場が繰り広げられました。

　中学生の「税に関する作文コンクール」で、

西郷第一中学校３年生の２人が表彰を受けまし

た。県内での応募総数 7,500 編で、その中か

ら武田真奈美さん（右）は甲子トンネル工事に

触れ、税金の大切さを訴え県知事賞佳作を受賞

しました。また班目沙耶さん（左）は、白河地

区納税貯蓄組合会長賞を受賞しました。

    

▲初めてのゲートボールにベテランのアドバイスが ▲調理で「手を切らないでね」とやさしいことば

▲囲碁や将棋の指導にも熱が入ります▲大正琴の音色に生徒達も「私も弾けるかな」

▲１年生全員で高齢者を前に、曲「ビリーブ」を熱唱
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村
で
は
文
部
科
学
省
食
育
推
進
事
業
委
託
を

受
け
「
地
域
に
根
ざ
し
た
食
育
推
進
事
業
」
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
特
色
あ
る
給
食
「
マ

ク
ロ
ビ
給
食
」 

を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
第
一
に
考
え
た
、
マ

ク
ロ
ビ
給
食
と
関
連
す
る
栄
養
に
つ
い
て
、
シ

リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

西郷村中央公民館図書室だより

EFE�

GHF#GHF#GHF#

　毎年、冬に灯油等の流出事故が多発します。

　流出事故の原因は、

○給油中にその場を離れ、灯油缶から灯油をあふ

　れさせてしまった。

○ホームタンクの栓をしっかり閉めていなかった

　ため、灯油が漏れだした。

○ホームタンクの配管等が劣化していたため、灯

　油が漏れだした。

　などのうっかりミスが大半です。

「油 断 大 敵 !」

■　問合せ
　　　住民生活課生活安全係

シリーズ─①

「風土と人が育てる
                       学校給食」

一
般
書

　

サ
ク
リ
フ
ァ
イ
ス　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤　

史
恵

児
童
書

　

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん　

わ
た
し
の
好
き
な
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

さ
く
ら　

も
も
こ

　

パ
リ
と
四
人
の
魔
術
師　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

メ
ア
リ
ー
・
ポ
ー
プ
・
オ
ズ
ボ
ー
ン

　

12
月
通
り
25
番
地　
　
　
　
　

ヘ
レ
ン
・
ウ
ォ
ー
ド

　

ト
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
１
・
２  　

　
　
　

森　

は
る
な

新
着
図
書
案
内

１月１日㈫～１月７日㈪・

15日㈫・21日㈪・28日㈪

　

　

田
村　

裕

　

お
笑
い
コ
ン
ビ
、
麒き
り
ん麟

の
田
村
さ
ん
が
中
学

時
代
の
実
体
験
を
も
と
に
書
い
た
、
今
話
題
の

本
で
す
。

　　
　
　
　
　
　
　
　

安
本
末
子
著　

筑
摩
書
房

　

新
着
図
書
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
図
書
室
所

　

国
道
四
号
線
を
那
須
方
面
に
向
か
い
、
大
清
水
交
差

点
を
過
ぎ
て
、
栃
福
橋
手
前
で
左
側
の
道
を
入
る
と
黒

川
の
集
落
に
入
り
ま
す
。
そ
の
集
落
の
手
前
右
側
の
丘

陵
に
清
滝
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

清
滝
神
社
は
『
白
河
風
土
記
』
に
よ
る
と
、「
清
滝

権
現
社
」
と
あ
り
、
福ふ

っ
さ
じ

生
寺
の
裏
山
に
あ
る
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
昭
和
七
年
頃
に
作
ら
れ
た
『
郷
土
誌
』
に

よ
る
と
、
福
生
寺
は
七
十
年
前
の
火
災
で
焼
失
し
、
現

在
は
月

つ
き
よ
み
の
み
こ
と

読
尊
碑
と
石
燈
籠
が
建
っ
て
い
る
の
み
と
書

か
れ
て
お
り
、
現
在
と
は
違
う
場
所
に
清
滝
神
社
が

建
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

I=>?@
　

清
滝
神
社
が
あ
る
上
黒
川
村
は
文
禄
年
中

（
一
五
九
二
〜
九
六
）
に
開
か
れ
た
と
『
西
郷
村
史
』

で
は
推
定
し
て
い
ま
す
。
村
名
は
当
時
の
白
河
を
支
配

し
て
い
た
会
津
の
蒲
生
家
の
家
臣
で
、
小
峰
城
の
城
代

で
あ
っ
た
町ま
ち
の野
長な
が
と
の門
守か
み

高た
か
ひ
さ久
が
会
津
若
松
の
旧
名
で
あ

る
黒
川
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
『
白
河
風
土
記
』
に
は

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

古
文
書
に
よ
る
と
、清
滝
神
社
は
慶
安
三
年（
一
六
五

○
）
に
建
立
と
あ
り
ま
す
が
、
境
内
に
あ
る
石
燈
籠
に

は
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
銘
の
も
の
が
あ
る
た
め
、

開
村
し
た
際
に
建
立
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

I�JKL�M	NOPQ�RSTU	

蔵
の
昭
和
の
時
代
の
「
ホ
ー
ム
レ
ス
中
学
生
」

と
も
い
う
べ
き
本
で
す
。

　

昭
和
二
十
八
年
両
親
を
失
い
、
周
囲
の
善
意

に
守
ら
れ
て
、
健
気
に
生
き
た
四
人
兄
弟
の

末
っ
子
で
あ
る
作
者
の
日
記
で
す
。
貧
し
さ
の

中
で
兄
弟
が
信
じ
合
い
、
助
け
合
う
姿
は
い
つ

の
時
代
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
感
動
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
読
み

比
べ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　これからの季節、

○給油中には目をはなさない。          

○ホームタンクの栓の閉め具合を確認する。

○ホームタンク等の灯油の貯蔵設備を点検する。

　を励行し、灯油の流出事故を防止しましょう。

　灯油等が川へ流出した場合、水道、農業用水、

工業用水、養魚池等の取水停止を行う場合があり

ます。

  もしも灯油等が流出したり、灯油等の流出を見つ

けたら、白河消防署西郷分署、住民生活課に連絡

をお願いします。　

　

西
郷
村
で
は
文
部
科
学
省
食
育

推
進
事
業
委
託
を
受
け
三
年
目
に

な
り
、
本
年
度
は
「
地
域
に
根
ざ

し
た
食
育
推
進
事
業
」を
推
進
し
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
第
一
に
考

え
、
特
色
あ
る
給
食
「
マ
ク
ロ
ビ

給
食
」 
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

マ
ク
ロ
ビ
と
は
、（
正
式
名
称

マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
）「
マ
ク

ロ
＝
大
き
な
」「
ビ
オ
＝
生
命
」

「
テ
ィ
ッ
ク
＝
術
、
学
」
の
三
つ

の
言
葉
か
ら
な
り
、
古
代
ギ
リ

シ
ャ
語
を
語
源
と
し
て
「
長
く
健

康
的
に
生
き
る
た
め
の
方
法
」
を

意
味
し
ま
す
。

　

そ
の
マ
ク
ロ
ビ
の
知
恵
と
日
本

食
の
よ
さ
を
給
食
に
取
り
入
れ
た

も
の
が
西
郷
村
独
自
の
「
マ
ク
ロ

ビ
給
食
」
で
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
調
理
さ
れ
る

食
材
は
、
マ
ク
ロ
ビ
の
考
え
方
に

基
づ
き
、
村
で
と
れ
た
物
を
で
き

る
だ
け
多
く
給
食
に
取
り
入
れ
、

例
え
ば
西
郷
産
米
を
胚
芽
精
白
米

と
し
て
主
食
に
す
る
な
ど
様
々
な

と
こ
ろ
か
ら
工
夫
を
重
ね
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
給
食
で
は
地
元
の

農
家
で
作
る
「
学
校
給
食
協
力

会
」
が
、
計
画
的
に
野
菜
を
栽
培

し
、
必
要
量
に
応
じ
て
供
給
す
る

な
ど
、
地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
給

食
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
元
の
野
菜
が
食
材
と
し
て
導

入
出
来
る
こ
と
は
、
食
品
の
鮮
度

や
安
全
性
が
良
い
ば
か
り
で
な

く
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減
な
ど
地

球
環
境
に
も
貢
献
で
き
る
な
ど
良

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

更
に
、
子
ど
も
た
ち
が
「
食
の
恵

み
に
気
づ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
を

大
切
に
す
る
」
心
の
育
成
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

食
物
を
通
じ
て
の
環
境
保
護

給
食
か
ら
始
め
る
食
育
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●歯科医　休日当番日
1. 1 か た の 歯 科 医 院（白河市）☎ 22-8833
1. 2 三 森 歯 科 医 院（白河市）☎ 23-2401
1. 3 国 馬 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 45-2781
1. 6 小 林 歯 科 医 院（白河市）☎ 28-3691
1.13 斎 須 歯 科 医 院（白河市）☎ 32-4347
1.14 泉 崎 歯 科 医 院（泉崎村）☎ 53-2945
1.20 酒 井 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 42-2303
1.27 た ま ち 歯 科 医 院（矢吹町）☎ 44-4889

●小児科医　休日当番日（白河地区）
1. 1 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
1. 2 白 河 厚 生 総 合 病 院（白河市）☎ 22-2211
1. 3 白河厚生総合病院（白河市）☎ 22-2211
1. 6 樋口小児クリニック（矢吹町）☎ 42-2040
1.13 みうら小児クリニック（白河市）☎ 28-1001
1.14 わたなべ子どもクリニック（白河市）☎ 21-2166
1.20 おかざきクリニック（白河市）☎ 23-2551
1.27 岡﨑小児科内科医院（白河市）☎ 23-7811

●内科医　休日当番日（白河地区）
1. 1 田 口 病 院（白河市）☎ 24-1111
1. 2 田 口 病 院（白河市）☎ 24-1111
1. 3 田 口 病 院（白河市）☎ 24-1111
1. 6 かねこクリニック（西郷村）☎ 24-3111
1.13 クリニックおおまち（白河市）☎ 23-1110
1.14 佐藤循環器科内科クリニック（白河市）☎ 24-2311
1.20 城 南 医 院（白河市）☎ 22-3541
1.27 すずき内科クリニック（白河市）☎ 24-4114

白
河
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ｅ‒

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
と

五
、〇
〇
〇
円
が
税
額
控
除
さ
れ
ま
す

ま
ず
は
住
基
カ
ー
ド
の
取
得
を
！

①
Ｈ
Ｐ
か
ら
カ
ン
タ
ン
申
告

　
　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定

　

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
か
ら
直

　

接
電
子
申
告
が
で
き
ま
す
。

②
最
高
五
千
円
の
税
額
控
除

　
　

本
人
の
電
子
署
名
及
び
電
子
証
明

　

書
を
付
し
て
所
得
税
の
確
定
申
告
を

　

電
子
申
告
で
行
う
と
、
最
高
五
千
円

　

の
所
得
税
の
税
額
控
除
を
受
け
る
こ

　

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
平
成
19
年
分
又
は
平
成
20
年
分
の
い

　

ず
れ
か
一
回
）

③
添
付
書
類
が
提
出
不
要

　
　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
電
子
申
告

　

で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書
や

　

源
泉
徴
収
票
等
は
、
提
出
に
代
え
て
、

　

記
載
内
容
を
入
力
し
て
送
信
で
き
る

　

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
確
定
申
告
期

　

限
か
ら
３
年
間
、
添
付
書
類
の
提
出

　

ま
た
は
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
）

④
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　
　

電
子
申
告
で
申
告
さ
れ
た
還
付
申

　

告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
。（
三
週

　

間
程
度
に
短
縮
）

※
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（http://w

w
w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

白
河
税
務
署
（
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
）

　

☎
２
２
｜
７
１
１
１

●今月の納税

村 県 民 税（４　期）
国民健康保険税（７　期）
介 護 保 険 料（７　期）
1 月 31 日（木）までにお納めください。

※納税は便利な口座振替で

※電話案内　しらかわ救急情報センター　☎ 23-9909
（看護師が電話にて当番医の紹介や当番医以外の専門医等の紹介や
場所の案内をします。）

各課直通電話番号（本庁舎・文化センター・生活改善センター）
課局室名 電話番号 課局室名 電話番号

総 務 課 25-1112 企 画 調 整 課 25-2943
税 務 課 25-1113 上下水道課（上水道）

                                                                                        （下  水  道 ）
25-2962
25-2912住民生活課（住　　民）

                                                                                        （生 活 安 全 ）
25-1114
25-2197 会 計 室 25-2934

健康推進課（地域福祉）
                　　　　　　　　　　　（国                  保）

25-1509
25-1449

議 会 事 務 局 25-2980
農業委員会事務局 25-2946

商 工 観 光 課 25-2910 西郷村土地改良区 25-1116
農 政 課 25-1116 学 校 教 育 課 25-2370

建 設 課 25-1117
25-1118

生 涯 学 習 課 25-2371
代 表 25-1111

課局室名 電話番号 課局室名 電話番号
健康推進課 （保 健 ）
                　　　　　　　　　　　（高齢者福祉・介護）

25-1115
25-3910

行政サービスセンター 31-2237
学校給食センター 25-1256

地域包括支援センター 25-5121

保健福祉センター他   ※代表（25-1111）からの転送は不可

●村内の休日診療所　いわしなクリニック（☎ 48 － 1234）
　［診療日］１月 6・13・14・20・27 日（8時～ 12 時 30 分）

　

②
機
械
の
運
搬
に
掛
か
る
費
用
は
、
行

　
　

政
区
で
負
担
す
る
こ
と
。

　

③
除
雪
機
に
つ
い
て
は
、
使
用
者
の

　
　

責
任
で
注
意
し
て
取
り
扱
う
こ
と
。

　

④
行
政
区
に
貸
付
け
る
機
械
の
台
数

　
　

は
、
行
政
区
毎
に
１
台
と
す
る
。

　

⑤
宅
地
や
事
業
所
内
か
ら
か
き
出
さ

　
　

れ
た
雪
の
除
雪
は
行
わ
な
い
こ
と
。

■
問
合
せ
・
申
込
み　

建
設
課
（
管
理
係
）

社
会
保
険
庁
よ
り
「
ね
ん
き
ん

特
別
便
」
に
つ
い
て

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
現
在
把
握
し
て
い

る
年
金
の
加
入
期
間
及
び
加
入
履
歴
を
記

載
し
た
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を
皆
様
に

お
送
り
し
て
お
り
ま
す
。（
平
成
20
年
10

月
頃
ま
で
の
予
定
）

　

住
所
変
更
の
届
け
出
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
大
切
な
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
を

寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス

事
業
（
第
２
回
）

　

在
宅
で
生
活
す
る
寝
た
き
り
等
の
高

齢
者
の
方
や
、
身
体
障
が
い
者
の
方
の

寝
具
類
の
衛
生
向
上
を
図
り
、
居
宅
生

活
で
の
就
寝
の
快
適
化
と
健
康
保
持
の

促
進
を
目
的
に
年
２
回
行
っ
て
お
り
、

こ
の
た
び
２
回
目
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
料
金
の
一
部
を
負
担
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。　

　
　
　
　
　

●
利
用
で
き
る
方

　

西
郷
村
に
住
所
が
あ
り
、
居
宅
す
る

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
、
40
歳
以
上

の
重
度
身
体
障
が
い
者
の
方
（
障
が
い

程
度
が
１
、２
級
）
で
あ
っ
て
、
次
の
一

つ
に
該
当
し
、
家
庭
に
お
い
て
は
寝
具

類
の
洗
濯
乾
燥
が
困
難
な
方
。

⑴
高
齢
者
の
方

　

・
要
介
護
３
以
上
に
認
定
さ
れ
た
方
。

　

・
１
人
暮
ら
し
の
方
（
た
だ
し
、
世

帯
が
別
で
も
同
居
の
方
が
い
る
場

合
や
同
一
敷
地
内
に
家
族
が
住
ん

で
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。）

　

・
65
歳
以
上
の
み
で
構
成
さ
れ
た
世

帯
の
方
。

⑵
重
度
身
体
障
が
い
者
の
方

　

・
寝
た
き
り
の
重
度
身
体
障
が
い
者

等
の
方
。

　

・
１
人
暮
ら
し
の
方
（
た
だ
し
、
世

帯
が
別
で
も
同
居
の
方
が
い
る
場

合
や
同
一
敷
地
内
に
家
族
が
住
ん

で
い
る
場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。）

　

・
身
体
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
の
重

度
身
体
障
が
い
者
の
方
。

●
対
象
と
な
る
寝
具
及
び
利
用
金
額

　

・
寝
具
の
区
分
ご
と
に
各
２
枚
ま
で

　
　

と
し
、
合
計
３
枚
ま
で
を
限
度
と

　
　

し
ま
す
。

　

・
健
康
布
団
、
特
種
布
団
類
、
パ
ジ

ャ
マ
類
は
対
象
外
で
す
。

　

・
対
象
寝
具
以
外
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

●
実
施
日

　

回
収　

２
月
14
日
㈭

　

納
品　

２
月
21
日
㈭

●
申
込
み　

健
康
推
進
課
に
あ
る
申
請

　

書
に
記
入
し
て
、
１
月
31
日
㈭
ま
で

　

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

健
康
推
進
課（
高
齢
者
福
祉
係
）

村
民
体
育
館
改
修
工
事
に
伴
う

一
般
利
用
中
止
に
つ
い
て

●
工
期　

１
月
７
日
㈪
〜
３
月
26
日
㈬

※
た
だ
し
、
工
事
が
終
了
次
第
利
用
で
き

　

ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

生
涯
学
習
課（
体
育
振
興
係
）

小
型
除
雪
機
を
貸
し
出
し
ま
す

　

村
で
は
、
歩
道
な
ど
の
除
雪
を
行
う
行

政
区
に
、
積
雪
の
期
間
除
雪
機
を
貸
し

出
す
こ
と
を
目
的
に
小
型
除
雪
機
を
４

台
所
有
し
て
お
り
ま
す
。
借
り
受
け
を

希
望
す
る
行
政
区
は
、
行
政
区
長
を
通

じ
て
「
小
型
除
雪
機
借
受
申
込
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
村
が
保

有
す
る
除
雪
機
の
台
数
を
超
え
る
申
し

込
み
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
村
が
審
査

し
た
上
で
抽
選
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
下
さ
い
。

●
除
雪
機
の
借
り
受
け
費
用　

無
料

●
貸
し
出
し
条
件

　

①
機
械
の
借
り
受
け
申
請
は
行
政
区

　
　

長
が
行
い
、
個
人
的
な
目
的
で
使

　
　

用
し
な
い
こ
と
。

 対象となる寝具及び利用金額

区　　分 種　　類 金　　額

掛 布 団 類
綿 布 団 220 円
羊 毛 布 団 300 円
羽 毛 布 団 400 円

敷 布 団 類
綿 布 団 220 円
羊 毛 布 団 300 円
羽 毛 布 団 400 円

毛 布 類
綿 毛 布 50 円
羊 毛 毛 布 120 円
二 重 毛 布 130 円

寝 巻 類 丹 前 120 円

▲小型除雪機
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■
問
合
せ

　

福
島
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
雇
用

　

支
援
室

　

☎
０
２
４
｜
５
３
６
｜
１
２
８
３

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４
｜
５
２
８
｜
０
３
６
６

ふ
く
し
ま
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ア

２
０
０
８

　

平
成
21
年
３
月
以
降
に
大
学
院
・
大

学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
を
卒

業
予
定
の
方
を
対
象
と
し
、
円
滑
に
就

職
活
動
等
の
準
備
を
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
内
容　

事
業
所
ブ
ー
ス
に
お
い
て
、
事

　

業
所
が
属
す
る
業
界
の
状
況
、
事
業
所

　

の
事
業
内
容
、
主
な
職
務
内
容
、
今
後

　

の
採
用
計
画
等
の
説
明
、
情
報
提
供

●
日
時　

２
月
27
日
㈬　

12
時
〜
16
時

●
場
所　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

●
そ
の
他　

　

①
事
前
申
込
不
要

　

②
参
加
事
業
所
は
１
月
下
旬
、
福
島
労

　
　

働
局
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

厚
生
労
働
省
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４
｜
５
２
８
｜
０
３
６
６

●
セ
ン
タ
ー
相
談
日　

　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

９
時
〜
12
時
・
13
時
〜
17
時

●
弁
護
士
相
談
日　

毎
週
木
曜
日

　

13
時
〜
16
時
（
予
約
制
・
相
談
無
料
・

　

要
面
談
）

■
問
合
せ　

　

㈳
日
本
損
害
保
険
協
会
東
北
支
部　

　

福
島
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
｜
５
２
１
｜
１
２
９
５

合
同
就
職
面
接
会

　

正
社
員
と
し
て
就
職
を
希
望
す
る
①

フ
リ
ー
タ
ー
の
方
②
35
歳
未
満
の
若
年

者
（
新
規
学
卒
者
を
除
く
）
を
対
象
に
、

正
社
員
を
雇
用
す
る
県
内
事
業
所
と
の

就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

１
月
18
日
㈮　

 

13
時
〜
16
時

●
場
所　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

●
そ
の
他

　

①
事
前
申
込
不
要
で
す
。

　

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も

　
　

設
け
ま
す
。

　

③
参
加
事
業
所
は
福
島
県
中
小
企
業
団
体

　
　

中
央
会
Ｈ
Ｐ
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

●
内
容

　

①
基
調
講
演

　
　

講
師　

ダ
ニ
エ
ル
カ
ー
ル
さ
ん

　

②
交
流
タ
イ
ム

　
　

県
内
の 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

団
体
約
30
団
体
が
ブ
ー
ス
出
展
。
日

　

頃
の
活
動
を
Ｐ
Ｒ
。
ダ
ニ
エ
ル
さ
ん

　

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
も
あ
り
ま
す
。

●
場
所

　

ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま 

■
問
合
せ

　

ふ
く
し
ま
県
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
｜
５
２
１
｜
７
３
３
３

万
が
一
、
交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

　

近
年
、
交
通
事
故
の
態
様
も
複
雑
化

し
、
そ
の
解
決
に
お
困
り
の
方
も
多
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。
㈳
日
本
損
害
保
険

協
会
で
は
、
そ
ん
な
方
々
の
た
め
に
全

国
に
「
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ

ー
」
を
設
置
し
、
自
動
車
損
害
賠
償
責

任
保
険
な
ら
び
に
任
意
自
動
車
保
険
の

請
求
に
つ
い
て
、
無
料
で
ご
相
談
を
お

受
け
し
て
い
ま
す
。
突
然
の
交
通
事
故

な
ど
で
あ
わ
て
ず
に
、
ま
ず
は
相
談
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

第
35
回

村
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
大
会

●
日
時

　

２
月
24
日
㈰　

９
時
〜　

※
荒
天
中
止

●
場
所

　

グ
ラ
ン
デ
ィ
羽
鳥
湖
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

●
参
加
資
格

　

西
郷
村
民
及
び
村
内
に
職
を
有
す
る
方

●
参
加
料　

１
人　

１
，
０
０
０
円

　
（
保
険
料
含
む
、
リ
フ
ト
代
自
己
負
担
）

■
問
合
せ
・
申
込
み

　

２
月
15
日
㈮
ま
で
に
料
金
を
添
え
て
左

　

記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課
（
体
育
振
興
係
）

村
民
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室

●
日
時　

　

１
月
26
日
㈯　

７
時
〜　

※
荒
天
中
止

●
場
所

　

グ
ラ
ン
デ
ィ
羽
鳥
湖
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

●
定
員　

30
名

　

金
は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
産
業
別
最
低
賃
金
の
一
部
に
適
用
除
外

　

業
種
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

　

福
島
労
働
局
賃
金
室

　

☎
０
２
４
｜
５
３
６
｜
４
６
０
４

グ
ラ
ン
デ
ィ
羽
鳥
湖
ス
キ
ー
リ

ゾ
ー
ト
「
県
民
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
」

　

県
民
の
方
々
へ
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
と
体
力
づ
く
り
の
一
環
を
目

的
に
、
ス
キ
ー
場
内
全
リ
フ
ト
を
無
料

開
放
い
た
し
ま
す
。

●
日
時　

　

１
月
15
日
㈫　

８
時
30
分
〜
16
時
30
分

機
器
を
装
備
し
た
機
内
で
治
療
を
行
い

な
が
ら
高
度
な
医
療
機
関
へ
短
時
間
で

搬
送
し
ま
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
を
円
滑
に
行

う
た
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
つ
い
て
】

・
消
防
機
関
か
ら
の
要
請
に
よ
り
土
日
や

　

祝
日
も
含
め
て
、
出
動
し
ま
す
。（
直

　

接
要
請
は
で
き
ま
せ
ん
）

・
ヘ
リ
に
よ
る
搬
送
費
用
は
か
か
り
ま
せ

　

ん
が
、
救
急
現
場
で
行
っ
た
医
療
行

　

為
に
つ
い
て
は
医
療
保
険
の
範
囲
内

　

で
医
療
費
が
か
か
り
ま
す
。

※
ヘ
リ
が
着
陸
す
る
場
所
か
ら
待
避
し
、

　

着
陸
後
は
救
命
治
療
を
行
い
ま
す
の

　

で
、
近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

　

福
島
県
健
康
衛
生
領
域
医
療
看
護
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
｜
５
２
１
｜
７
２
２
１

福
島
県
最
低
賃
金
の
改
正
に
つ
い
て

　
　

福
島
県
内
の
事
業
場
で
使
用
さ
れ

る
全
て
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
、

ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
）
に
適
用
さ
れ
る

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
精
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
、

　

時
間
外
・
休
日
・
深
夜
手
当
、
1
ヵ
月

　

を
越
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃

お
届
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

住
所
変
更
・
訂
正
は
ご
自
身
に
よ
る
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
数

で
す
が
、
左
記
の
手
続
先
で
手
続
き
を
お

願
い
し
ま
す
。

①
国
民
年
金
第
一
号
被
保
険
者

　

…
西
郷
村
役
場
住
民
生
活
課

②
厚
生
年
金
加
入
者
、
国
民
年
金
第
三　

　

号
被
保
険
者

　

…
勤
め
先
の
社
会
保
険
担
当
の
方

③
現
在
、
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

　

…
社
会
保
険
事
務
所

　

ま
た
、
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
記
録

を
探
す
た
め
、
お
手
持
ち
の
古
い
年
金
手

帳
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
氏
名
変
更
の
お

届
け
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
変
更
の
届

出
を
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
生
活
課
（
住
民
係
）

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
航
開
始

　

平
成
20
年
１
月
、
福
島
県
立
医
科
大

学
附
属
病
院
に
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の

開
設
と
併
せ
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運

航
が
開
始
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
は
、
救
急
現
場
に
直

ち
に
医
師
や
看
護
師
を
派
遣
し
、
重
篤

な
救
急
患
者
へ
の
治
療
を
い
ち
早
く
開

始
す
る
と
と
も
に
、
救
急
専
用
の
医
療

●
会
場　

グ
ラ
ン
デ
ィ
羽
鳥
湖
ス
キ
ー

　

リ
ゾ
ー
ト　

ゲ
レ
ン
デ
（
天
栄
村
）

●
対
象
者　

福
島
県
在
住
並
び
に
、
県

　

内
に
お
勤
め
の
方
全
員
（
当
日
は
対

　

象
者
証
明
で
き
る
物
を
ご
持
参
く
だ

　

さ
い
）

●
そ
の
他　

小
学
生
以
下
の
お
子
様
を

　

対
象
と
し
た
「
楽
し
い
ウ
ィ
ン
タ
ー

　

ス
ポ
ー
ツ
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

　

会
」（
10
時
〜
14
時
）
を
同
時
開
催
致

　

し
ま
す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

■
問
合
せ　

　

グ
ラ
ン
デ
ィ
羽
鳥
湖
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト

　

☎
０
２
４
８
｜
８
５
｜
２
０
２
４

Ｃこ

ら

ん

ぼ

ｏ
ｌ
ｌ
ａ
ｎ
ｖ
ｏ
フ
ェ
ス
タ

〜
や
っ
て
み
ら
ん
し
ょ
！
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〜

　

県
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
活
動
紹
介
を
通
じ
、
そ
れ
ら
の
活

動
を
支
援
す
る
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

※
「
Ｃこ

ら

ん

ぼ

ｏ
ｌ
ｌ
ａ
ｎ
ｖ
ｏ
」
と
は
コ
ラ
ボ
レ

　

ー
シ
ョ
ン
（
協
働
）
の
〝
Ｃ

こ

ら

Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ａ
〞

　

と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
〝
Ｎん

〞
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

　
〝
Ｖ
ぼＯ

〞
を
合
わ
せ
た
造
語
で
す
。

●
日
時　

１
月
26
日
㈯　

　

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
（
13
時
開
場
）

最低賃金（産業）名
最低賃金額

効力発生日１時間
福 島 県 最 低 賃 金
（下記５産業を除く全産業） 629 円 19.10. 19

非 鉄 金 属 製 造 業 737 円

19.12.  1

電 気 機 械 器 具 製 造 業
情報通信機械器具製造業
電子部品・デバイス製造業

696 円

輸 送用機械器具製造業 730 円
精 密 機 械 器 具 製 造 業 724 円
自 動 車 小 売 業 723 円



広報にしごうNo.445 　

●
対
象
者

　

西
郷
村
民
及
び
村
内
に
職
を
有
す
る
方

　

小
学
生
以
上
（
３
年
生
以
下
は
保
護
者

　

同
伴
）

●
参
加
料　

大　

人　

３
，
５
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
生　

３
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

小
学
生　

２
，
５
０
０
円

　
（
保
険
料
、
リ
フ
ト
券
代
含
む
）

■
問
合
せ
・
申
込
み

　

１
月
18
日
㈮
ま
で
に
料
金
を
添
え
て
左

　

記
ま
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

生
涯
学
習
課
（
体
育
振
興
係
）

平
成
20
年
度

厚
生
労
働
行
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
福
祉
、
医
療
、
年

金
、
働
く
環
境
の
整
備
及
び
職
業
の
安
定

な
ど
、
国
民
生
活
に
密
着
し
て
い
る
厚
生

労
働
行
政
に
つ
い
て
、
広
く
一
般
国
民
の

皆
様
か
ら
ご
意
見
な
ど
を
寄
せ
て
い
た
だ

き
た
く
、
厚
生
労
働
行
政
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

　

募
集
人
数
は
504
人
、
依
頼
期
間
は
平
成

20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日

ま
で
の
１
年
間
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
内
容　

　

①
厚
生
労
働
省
が
担
当
す
る
政
策
（
テ

　
　

ー
マ
は
自
由
）
に
つ
い
て
の
具
体
的

　
　

な
意
見
や
ご
要
望
な
ど
の
報
告
（
随

　
　

時
報
告
）

　

②
厚
生
労
働
省
か
ら
お
示
し
す
る
行
政

　
　

課
題
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
提
言

　
　

な
ど
の
報
告
（
実
施
は
不
定
期
）

　

③
厚
生
労
働
省
か
ら
依
頼
す
る
ア
ン
ケ
ー

　
　

ト
調
査
へ
の
回
答
（
実
施
は
不
定
期
）

●
応
募
資
格

　
　

厚
生
労
働
行
政
に
関
心
を
持
つ
20
歳

　
（
平
成
20
年
４
月
１
日
現
在
）
以
上
の
日

　

本
国
民
（
た
だ
し
、
国
会
議
員
及
び
地

　

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
、
常
勤
の

　

国
家
公
務
員
及
び
地
方
公
務
員
並
び
に

　

過
去
３
年
間
に
厚
生
労
働
行
政
モ
ニ
タ

　

ー
を
経
験
し
た
方
を
除
く
）

●
応
募
方
法

　

①
は
が
き
の
場
合

　
　

〒
１
０
０
｜
８
９
１
６

　
　

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
総
務
課
広
報
室

　
　

厚
生
労
働
行
政
モ
ニ
タ
ー
担
当
行

　

②
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合

　
　

０
３
｜
３
５
９
５
｜
２
３
９
４

　
　

厚
生
労
働
行
政
モ
ニ
タ
ー
担
当
あ
て

　

③
Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合

　
　

m
onitabosyu@

m
hlw
.go.jp

※
必
要
記
載
事
項
、
そ
の
他
詳
し
い
内
容

　

に
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
ま
で
問
合
せ

　

く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

　

１
月
７
日
㈪
〜
18
日
㈮（
当
日
消
印
有
効
）

■
問
合
せ

　

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
総
務
課
広
報
室

　

☎
０
３
｜
５
２
５
３
｜
１
１
１
１

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
20
年
度
第
１

学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学

で
す
。

　

働
き
な
が
ら
の
大
学
卒
業
や
キ
ャ
リ

ア
ア
ッ
プ
、
退
職
後
の
生
き
が
い
作
り

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
方
が
学
ん
で
お
り
、
心
理
学
・

福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

・
15
歳
以
上
の
方
な
ら
、
１
科
目
か
ら
学

　

習
す
る
選
科
履
修
生
・
科
目
履
修
生

　

と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

・
18
歳
以
上
の
大
学
入
学
資
格
を
お
持
ち

　

の
方
な
ら
、
無
試
験
で
全
科
履
修
生

　

と
し
て
入
学
で
き
、
４
年
以
上
在
学

　

し
て
124
単
位
以
上
を
取
得
し
、
卒
業

　

す
る
と
、
学
士
（
教
養
）
を
取
得
で

　

き
ま
す
。

・
ひ
と
つ
の
分
野
を
体
系
的
に
学
び
た
い

　

方
に
は
、大
学
院
も
併
設
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
締
切　

２
月
29
日
㈮

■
資
料
請
求
・
問
合
せ

　

放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
｜
９
２
１
｜
７
４
７
１

　

 
０
２
４
｜
９
２
１
｜
７
８
１
４

V
W
X<

<

�
#
 
N
Y
Z
[
�
$
/
\
]<

<◎
西
郷
村
に
寄
贈
・
寄
付
さ
れ
た
方
々
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

▼
有
限
会
社
フ
ラ
ワ
ー
ワ
ー
ル
ド　

　
　

　

代
表
取
締
役　

和
知
繁
蔵
さ
ん

　
（
11
月
29
日
、
子
ど
も
た
ち
の
情
操
教

　

育
向
上
の
た
め
に
）　

　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根　

  

五
、〇
〇
〇
球

▼
山
縣
民
敏
さ
ん　
【
東
京
都
調
布
市
】

　
（
11
月
30
日
、
福
祉
向
上
の
た
め
に
）          

　
　
　

             

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇
円

▼
真
船
勝
義
さ
ん　

　
　
　
【
小
田
倉
】

　
（
12
月
17
日
、
故 

真
船
ハ
ツ
氏
の
遺
志

　

に
よ
る
社
会
福
祉
事
業
の
た
め
に
）　

　

                    　
　

  

三
〇
、〇
〇
〇
円



　Ｈ２０．　１．　１

　　　　

川谷中学校の紹介 川谷中学校校章の由来

　昭和 30 年に公募によって

選定され、昭和 60 年に修正

を加え、現在のデザインにな

りました。　

　ペンは勉学の向上を、麦は開拓精神を、中心

にある鏡は川谷の文字をかこむようにしてあり

誠実を表現しています。

生徒数 36 名　学級数３　教職員数 15 名

川谷中学校の歴史

昭和 22 年　西郷村立西郷第一中学校川谷分校として　

　　　　　　発足

昭和 26 年　中学校校舎落成、職員住宅４戸完成

昭和 30 年　川谷中学校として独立、校歌・校章制定　

昭和 51 年　創立 30 周年記念式典

昭和 54 年　プール完成

平成   元年　現校舎竣工

平成   ８年　創立 50 周年記念式典

平成 17 年　小・中連携教育研究実践発表会公開

平成 19 年　文部科学省委嘱　児童生徒の心に響く　　

　　　　　  道徳教育推進事業授業公開

教育目標（目指す生徒像）

　◇ 学びとる生徒　　　　（知）

　◇ 思いやりのある生徒　（徳）

　◇ ねばり強い生徒　　　（意）

　◇ 体力のある生徒　　　（体）

【　川谷中学校の特色ある教育　】

西郷養護学校との交流学習

　本校では毎年、総合的な学
習の時間において西郷養護学

校の生徒さんと交流を図って

います。

　今年も 11 月に 11 名の生

徒さんらをお招きして楽しい

時間を過ごしました。

学校農園での野菜作り

　学校農園でさまざまな野菜作
りを行っています。これは総合
学習としてのじゃがいも作りを
中心に、技術・家庭科での栽培
学習において、とうもろこし、
にんじん、はくさい、きゅうり、
なす、さつまいも、ねぎ等を栽
培しているものです。農業を通
して、豊かな人間性を培うこと
を目標に取り組んでいます。

よさこい演舞

　５月の小中学校合同の運動
会では、ここ数年の恒例種目
として、中学生による「よさ
こい」を披露しています。
　放課後や保健体育の時間を
利用して一生懸命に練習した
ものをみなさんに見ていただ
いております。

小中学校合同の心肺蘇生法講習会

　今年度初めて、西郷分署員の
みなさんのご指導をいただき、
児童生徒および教職員を対象
に、心肺蘇生法の実技講習会を
行いました。ＡＥＤ（自動体外
式除細動器）の作動方法につい
ても学び、有意義な講習会とな
りました。

　

校　

歌

　
　
　

作
詞
・
作
曲　

矢
部　

専
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
初
代
校
長
）

一　

西
に
ゆ
る
が
ぬ　

那
須
の
山

　
　

仰
ぐ
我
等
の　

意
気
高
し

　
　

共
に
手
を
と
り　

励
み
あ
い

　
　

明
る
く
楽
し
い　

川
谷
の

　
　

新
し
い
文
化　

築
こ
う
よ

二　

歴
史
と
伝
統　

築
か
ん
と

　
　

真
理
を
究
め　

自
主
の
道

　
　

伸
び
ゆ
く
我
等
の　

力
に
て

　
　

明
る
く
楽
し
い　

川
谷
の

　
　

薫
る
文
化
を　

育
く
ま
ん

三　

流
れ
の
源　

阿
武
隈
は

　
　

太
平
洋
に　

注
ぎ
つ
つ

　
　

や
が
て
世
界
を　

結
ぶ
ら
ん

　
　

明
る
く
楽
し
い　

川
谷
の

　
　

文
化
の
華
を　

咲
か
そ
う
よ　

▲さつまいもの収穫

▲心臓マッサージ

▲養護学校生と楽しい交流

▲力が入るよさこいの舞



日 月 火 水 木 金 土
1元旦 22 33 4官庁仕事始め 55

平成 20 年村民新
年会（11:00 グラ
ンディ那須白河）

6
消 防 団 出 初 式
（9:00 熊倉小学校
講堂）

77 8
第３学期始業式
（各小・中学校）
新 年 子 ど も 会
（10:15 みずほ保育
園）

9
新 年 子 ど も 会
（10:00 まきば保育
園）
西郷村交通安全祈
願祭（10:30 鹿嶋
神社）

10
12 ～ 13 ヶ月児健康
相談（9:30 保健福
祉センター）
だんごさし（9:45
みずほ保育園）
心 配 ご と 相 談 会
（13:00 高齢者生活
支援センター）
赤ちゃんの子育て講
座（13:30 保健福祉
センター）

11
生活総合相談所
（9:00 文化センタ
ー）
だんごさし（9:30
まきば保育園）

1212

13
平成 19 年度成人
式（10:00 文化セ
ンター）

14成人の日 15
母子手帳交付・健
康相談日（13:00
保健福祉センタ
ー）

16
第 3学期始業式（9:30
村立西郷幼稚園）
4 ヶ 月 児 健 康 診 査
（13:00 保健福祉セン
ター）
民生児童委員協議会
定例会（13:30 高齢者
生活支援センター）

1717
だ ん ご さ し 会
（10:00 村立西郷幼
稚園）

1818
生活総合相談所
（9:00 文 化 セ ン
ター）

1919
ふ る さ と 講 座
（10:00 文 化 セ ン
ター）
少年少女合唱クラ
ブ（10:00 文化セ
ンター）

20
第 54 回文化財防
火デー防火訓練
（9:00 永倉神社）

2121 2222 23
みずほ保育園誕生
会（10:15 みずほ
保育園）
歯科クリニック
（幼児 13:00、6 歳
児 13:45 保健福祉
センター）

2424 25
生活総合相談所（9:00
文化センター）
心配ごと特別相談会
（13:10 高齢者生活支
援センター）
農 業 委 員 会 総 会
（13:30 プレハブ会議
室）

26
村民スキー・ス
ノーボード教室
ふれあい体験塾
（7:00 グランディ
羽鳥湖スキー場）

2727 28
母子手帳交付・健
康相談日（13:00
保健福祉センタ
ー）
行政相談所（13:30
文化センター）

2929 3030 31
配 食 サ ー ビ ス
（8:30 保健福祉セ
ンター）

2008 年 1 月
January行事
レカ ンダー

●今月の顔───
　　　　　3歳児健康診査（12/5）に来ていた

　　　　　　　子どもたちです。

★県南地域の主な行事です
・1/6 あそびの学校「だるま落としの絵つけ／うまく落と
せるかな！」（ジャスコ白河西郷店 13:00)

・1/8 すずき内科クリニック鈴木信夫先生「レッツ禁煙」　
（マイタウン白河 13:00）

・1/10 おひざにだっこのおはなし会　　　　　　　　　
（西郷村文化センター  10:00）
・1/12 第 4 回「双六」（すごろく）大会」（まほろん 10:00）
・1/12 とうやんぼう（泉崎ソフトボール球場 11:00）
・1/14 白河市年貢町だんご市（龍蔵寺参道 10:00)

人口と世帯数（12月 1日現在）人口 19,709 人（前月比 +13）男 9,936 人（+10）女 9,773 人（+3）世帯数 6,453 戸（+26）

・発行/西郷村　・編集/企画調整課　〒961-8501　福島県西白河郡西郷村大字熊倉字折口原40　☎(0248)25-1111（代表）

・アドレス  http://www.vill.nishigo.fukushima.jp/  ・E-mail  kikaku@vill.nishigo.fukushima.jp
古紙配合率 100％再生紙を使用しています。


